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地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
、　

主
任
介
護

支
援
専
門
員
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
、
介
護
や

医
療
、
保
健
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
様
々

な
相
談
事
に
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
総
合
相

談
機
関
で
す
。

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
施
設
で
鶴
岡
市

に
11
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
の
紹
介
、
要
介
護
認
定
の
代
行
申
請
も

行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
、
虐
待
防

止
や
金
銭
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
関
係
機
関

と
連
携
し
対
応
。
ま
た
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
成
年
後
見

制
度
や
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
を
紹
介

し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
等
の
介
護
予

防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
地
域
サ
ロ
ン
や
健
康
教
室
等
を

開
催
し
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Karadakan News Letter
からだ館通信【69号】

バック
ナンバーは
こちらから

からだ館では 2023 年から開催している健康大学（勉強会）
「人生の終い方、私らしくイメージしてみませんか」で、地域包括支援センター（以下包括）が高齢者の

総合相談窓口であることを学びました。そこで今回からからだ館サポーターと一緒に鶴岡市全域の
包括を取材し、当機関がいかに私たちにとって〈頼れる場所〉であるかの情報をお届けします！

　

医
療
・
保
健
・
介
護
の
専
門
家
と
地

域
住
民
と
の
連
携
を
推
進
し
、
高
齢
者

を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
と
で

き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
相
談
例
が
あ
り
ま
す
。

・
地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
に

行
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

・
介
護
保
険
申
請
の
手
続
き
が
わ
か
ら

な
い
。

・
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
サ

ポ
ー
ト
は
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
？

・
物
忘
れ
が
多
く
、
認
知
症
か
も
し
れ

な
い
家
族
が
い
る
け
ど
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

　

対
面
や
電
話
、
書
面
で
の
利
用
が
で

き
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

2025.４

お知らせ・募集コーナー

ただ今、見学会・出前講座 受付中！

元気の

つくり人

❷

庄内地域で活動している人や団体を紹介するコーナーです。
ご自身に合うコミュニティ探しの参考にしてください。

人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
安
心
感

や
楽
し
さ
、ほ
っ
こ
り
で
き
る
時
間
、

自
分
の
心
と
身
体
の
健
康
を
大
切
に

で
き
る
学
び
を
提
供
す
る
場
が
ほ

し
い
と
考
え
て
い
た
佐
藤
さ
ん
。

「
一
般
社
団
法
人
み
ど
り
ま
ち
文

庫
」
で
同
じ
思
い
を
持
つ
会
員
と

出
会
い
、
有
志
３
名
で
２
０
２
３

年
４
月
に
「
つ
る
お
か
暮
ら
し
の

保
健
室
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
人
々
に
寄
り
添

う
身
近
な
「
健
康
お
せ
っ
か
い
役
」

と
し
て
、
健
康
的
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
研
修
」
を
受
講
者
し
た
看
護
師
、

保
健
師
、
一
般
市
民
。
鶴
岡
市
全

暮らしの保健室とは

定期開催　毎月第３水曜日　13:30
会場：鶴岡タウンキャンパス３階 SA
対象：どなたでも参加OK
会費：300 円
情報：つるおか暮らしの保健室 LINE
　　　オープンチャット（上のQRから）

病気の悩みや健康に関する心配ごとを相談し
たり、話したりできる「暮らしの保健室」。訪
問看護師の秋山正子さんが2011年に東京で初
開催し、今では全国50数カ所で同様の取り組
みが行われています。

あなたの地域の健康教室やサロン、仲間た
ちとの集まりに伺います。楽しく学びま
しょう！

＊からだ館の活動紹介
＊健康の秘訣が詰まった「健幸かるた」
＊こころのクセ発見ゲーム「健幸すごろく」
　などなど

電話かメールでお気軽に！

わ

か
ら
だ
館

健
幸
か
る
た

わ
た
し
の
好
き
な
１
札

か
ら
だ
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
美
紀

す
全
て
は

気
の
持
ち
よ
う

道
は
開
け
る

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て

  

い
く
と
、
解
決
の
糸
口
が

  

必
ず
見
え
て
き
ま
す
。

  

自
分
を
信
じ
て
、
未
来
を

  

信
じ
て
、
時
に
は
周
り
の

  

人
に
頼
り
ま
し
ょ
う
」

　

ち
ょ
っ
と
大
変
な
時

に
こ
の
言
葉
を
唱
え
る

と
、﹁
よ
っ
し
ゃ
！
﹂
と

気
合
が
入
り
、
前
に
進

ん
で
い
こ
う
と
い
う
力

を
も
ら
え
ま
す
。
特
に

裏
面
に
書
か
れ
た
後
半

の
文
章
﹁
自
分
を
信
じ

て
、
未
来
を
信
じ
て
、

時
に
は
周
り
の
人
に
頼

り
ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う

と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。
自
分
を
信
じ

な
き
ゃ
、
で
も
、
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
な
い
こ

と
は
大
事
で
す
よ
ね
。

ピアサポート活動 がん患者サロン
にこにこ俱楽部絵手紙教室

・毎月第一金曜日 10:00~11:00
・鶴岡タウンキャンパス３階 SA
・参加費 100 円
・2025 年度の開催日予定日
　5/2、6/6、7/4、8/1、9/5
初めて参加される方はからだ館に
ご連絡ください。

・毎月第一火曜日
　10:00 ～ 11：30
・鶴岡タウンキャンパス３階 SA
・参加費 500 円（要申込）

どなたでも参加できます。興味
のある方はご連絡を。
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おらほの地域包括支援センター
特集 Part.1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

１
総
合
相
談
支
援
業
務

５
利
用
方
法

６
相
談
事
例

２
権
利
擁
護
業
務

４
包
括
的・継
続
的

           

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

３
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

鶴岡西地域包括支援センター 今回 訪ねたところ

域
で
健
康

的
な
つ
な

が
り
を
持

つ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を

築
く
こ
と

を
将
来

的
な
目

標
に
、
鶴
岡
市
内
外
で
開
催
さ
れ

る
マ
ル
シ
ェ
等
で
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
な
ど
を
実
施
。
か
ら
だ
館

を
会
場
に
定
期
的
に
勉
強
会
と
お

茶
会
を
実
施
し
、
地
域
の
誰
も
が

気
軽
に
集
い
、
心
と
身
体
の
健
康

を
支
え
合
え
る
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

つ
る
お
か
暮
ら
し
の
保
健
室

代
表  

佐
藤

香
澄
さ
ん

どんなことをするの？

お申し込み・ご相談

出前講座 見学会

地域包括支援センターつくし



３ ２

からだ館通信【69号】 2025.４発行

人生の終い方

年を重ねるにつれて直面する家族や身近な人の最期。その時をどう乗り越えて、
その後の人生をどう歩むのか。ゲストスピーカーのそんな体験談を聴きながら
自分の人生を振り返り、これからに思いを馳せる健康大学「どうする ?! 人生
の終い方」にて、認知症のお父様を見とったKMさんと、父の死をきっかけに
傾聴活動を始めたHMさんのお話を伺いました。その内容をご紹介します。

わたしの

　健康で元気な父に異変が
起こったのは父87歳の時で
した。まもなく突然徘徊が
始まり、急いで運転免許を
返納。症状が加速し、八方塞がりになった時にようやく
医療受診にたどりつき、アルツハイマー型認知症と診断
を受けました。その後は施設入所と在宅介護で悩みまし
たが、緊急入院から施設入所へと一気に話が進み、最期
は施設で穏やかな日々を過ごしました。
　早期受診ができなった理由には、父にかかりつけ医が
いなかったこと、そして相談窓口の活用にたどりつくま
でが複雑だったからと思われます。介護する家族が高齢
ならとても難しいと思いました。またコロナ禍だったた
め、入所後はドア越しにしか面会ができませんでした。
でも自宅で過ごしていたら父にあんな笑顔はなかったと
思うので、施設の皆さんに感謝しています。

参加者の感想

認知症の父を看取った
Kさんのお話

父の死を機に傾聴活動を
始めたHさんのお話

・自分の未来のことを話してもらった感じでした。
・経験者ならではの切実な話で、とても参考になりました。
・つらい出来事も「これも人生」と楽しみに代えて、人生を味わ
うというKさんの生き方に共鳴しました。

参加者の感想
・「傾聴」について勉強になりました。
・自分のこれからの人生を考えることの参考になりました。
・他人の人生を聴くことは、自分にとって気づきが与えられ、自
分の中に謙虚な心が生まれてくることを知りました。

②

担
当
地
域
の
課
題
と
特
徴

つ
く
し
職
員
が
語
る

　父は人の心に寄り添える
人で、話を聞いてほしいと
いう人が度々父のもとに訪
れていました。そんな父が
よく言っていたのは「人は自分の人生を誰かに話して認
めてもらいたいもの」という言葉。父が亡くなった後、
私はもっと父の話をきいていればよかったと後悔し、今
後は父のように人の話を深く聴ける人間になろうと思い
ました。そして40代で日本傾聴塾の講義を受講し、地域の
老人ホームで傾聴活動を始めました。50 代でがんを経験
してからは、からだ館の活動に参加するようになり、現
在は荘内病院の「荘内傾聴カフェにこっと」で、月２回
がん患者への傾聴活動をしています。
　今は自分が活動することで誰かが喜んでくれると、そ
れが自分の幸せにつながると考えているので、これから
も無理せず自分のために活動を続けていきたいです。

ピアサポート活動

絵手紙教室
から

こんな作品が
生まれています！

毎月第１火曜日に開催している絵手紙教室では、講師の本間正子さんが準備してくれるたくさ
んの材料から好きな布を選び、布を切ったり貼ったり絵を描いたりして、１時間半で自由に作
品を作ります。我を忘れて作品づくりに没頭したり、心のモヤモヤをつぶやいて自分の気持ち
に向き合ったり、おしゃべりして笑ったり。絵手紙教室は作品を仕上げる充足感を得るととも
に、心が軽くなる時間となっています。

モチーフを自分で
持ってきて顔料で描く人も

季節に合わせて好きなテーマで
制作します

12 月にはリースづくりも

３
学
区

湯
田
川
、
田
川

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
つ
く
し

山形県鶴岡市馬場町 1ｰ34
0235ｰ29ｰ1256
営 / 月～金（8:30 ～17:15）

担当地域

運営主体

一
般
社
団
法
人

鶴
岡
地
区
医
師
会
　

サポーター
レポート
No.1

大
山
、
加
茂
、

湯
野
浜
、
西
郷

鶴
岡
西
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

担当地域

運営主体

社
会
福
祉
法
人

思
恩
会
　
　

サポーター
レポート
No.2

この学区に暮らしているので、何かがあればつくしさんにつなげてもらえるとわかり、
安心しました。センターの情報は家族や身の回りの人にも必要な情報だとわかったので、
早速家族にも伝えたいです。ただつくしさんの場所は、看板がないのでわかりにくいかも。
つくしさんが開催している 100歳体操などの地域活動は、今の住所の居住年数がまだ
短いため、すでに関係性ができているようでちょっと参加しにくいと思っていました。
でもお話を伺って、自分も元気なうちからつながっていた方が心強いと思ったし、包
括の方が会場に連れて行ってくれると話してくれたので、とても助かります。今日は
本当にお話を伺えて良かったです。

以前勤務の医療機関では、時間
内で課題整理を求められました
が、現在はその方に合わせ、生
活の場で長期に支援をすること
ができます。見定めること、見
守ることの兼ね合いは難しいで
すが、3 職種や地域の方とも連
携し、本人に寄り添い解決を模
索することは大きな学びです。

生活支援コーディ
ネーターと地域の方
が作り上げてきた、
「おたがいさま支え
合いネット」や「百
歳体操」など自主的
な支援活動が生まれ
たことがとてもよ
かったことですね。

　

高
齢
の
親
が
長
年
引
き
こ
も

る
子
ど
も
を
支
え
る
﹁
８
０
５

０
﹂
問
題
。
当
地
域
に
お
い
て

も
こ
の
家
族
形
態
が
親
子
の
高

齢
化
・
長
期
化
に
よ
り
、﹁
９

０
６
０
﹂
問
題
へ
と
移
行
し
始

め
て
い
ま
す
。
親
世
代
が
元
気

な
う
ち
は
子
ど
も
の
面
倒
を
み

て
き
た
け
れ
ど
、
親
が
高
齢
に

な
る
と
生
活
が
立
ち
行
か
ず
ゴ

ミ
屋
敷
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
世
代
の
障

害
や
精
神
疾
患
も
増
加
し
、
若

年
性
認
知
症
の
疑
い
も
あ
る
方

も
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
子
ど
も
世
代
は
特
に
相

談
す
る
相
手
が
い
な
い
た
め
孤

立
し
が
ち
で
す
。
以
前
包
括
の

チ
ラ
シ
を
握
っ
て
相
談
に
来
て

く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
こ
の

世
代
に
も
相
談
で
き
る
場
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

ま
た
当
地
区
は
、
高
齢
者
単

身
世
帯
も
多
い
地
域
で
す
。
家

族
間
だ
け
で
の
介
護
体
制
は
難

し
い
た
め
、
地
域
で
の
支
援
体

制
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
課

題
で
す
。

保健師の
　　　長谷川さん社会福祉士の

佐藤さん

からだ館
サポーターの
芝田さん

からだ館サポーターの
本間さん

からだ館サポーターの
佐藤さん

担
当
地
域
の

　
　
　

課
題
と
特
徴

西
地
域
包
括
職
員
が
語
る

山形県鶴岡市馬場枇杷川原 2
0235ｰ35ｰ0300
営 / 月～金（8:30 ～18:00） 日頃からスタッフのみなさん

とつながりがあり、とても頼
りになっています。困りが事
があると電話で相談すること
もあります。お陰で自分も元
気にすごせています。

心身ともに元気に暮らしたいから勉強会に積極的に
参加しています。近所の人に声かけたりチラシを
配ったり誘っています。ここのセンターとつながり
助けられた人もいますよ。本当に感謝しています。

もっとこうしてあげればよ
かったと後悔することもあり
ます。でも「あの時はありが
とうございました」とお礼を
言われる時もあり、この仕事
を続ける醍醐味を感じます。

この仕事をしていてよかった
ことはたくさんあります。相
談を聞く立場ですが、その人
の人生を教えてもらうことで
自分も学べています。

この仕事は自分の普通が覆
される仕事。本人と話し、
家族と出会い、話を聞くこ
とで自分の人生が豊かにな
ると感じています。

　

西
地
域
は
交
通
手
段
の

確
保
が
大
き
な
課
題
で

す
。
特
に
バ
ス
路
線
の
減

少
や
高
齢
者
の
運
転
免
許

返
納
後
の
移
動
手
段
確
保

の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
若
年
性
認
知
症
相

談
件
数
が
増
加
し
、
家
族

支
援
の
必
要
性
や
、
医
療

機
関
と
の
連
携
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
が

ゆ
え
に
本
人
も
働
き
盛
り

で
、
家
族
周
囲
の
病
識
も

薄
い
た
め
、
医
療
に
結
び

つ
か
な
い
現
状
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

も
っ
と
早
く
相
談
が
あ
れ

ば
治
療
が
で
き
た
と
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
る
こ
と
も
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
世
帯

全
体
を
支
援
す
る
必
要
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
行
政
、
社
協
な
ど

３
者
が
地
域
ケ
ア
推
進
者

と
し
て
連
携
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

保健師の
齋藤さん

主任
介護支援員の

佐藤さん

所長で
社会福祉士の

佐藤さん

生活支援
コーディネーターの

小野さん

ある高齢者が入院中に
QOLが下がり介護が必要
な状況になった時、心配
した周囲の方が送迎や言
葉かけをしてくれたこと
で回復された例がありまし
た。この地域は、住民同士
が助け合う、とても優しい
地域だと感じています。

一般社団法人鶴岡地区医師会
が運営母体で平成 21 年に開
設。建物内には、同じ運営母
体の在宅サービスセンター等
もあり情報共有ができる。

鶴岡西地域包括支援セン
ターは思恩会福祉ヴィレッ
ジにあり、平成 24 年に鶴岡
市から委託をうけて開設。


